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業 績 予 想 の 修 正            

［Ａ］業績（単独）予想の修正について

１．平成 13年 3月期（平成 12年 4月 1日～平成 13年 3月 31日）の業績予想については、
　平成 12年 5月 30日決算発表時の業績予想を下表のとおり修正いたします。

　　(1)　中間期（平成 12年 4月 1日～平成 12年 9月 30日）
単　位 　売 上 高      　経 常 利 益      　中間純利益      

　前 回 予 想      (A) 百万円 　　７，０００ 　　　　２６５ 　　　　１１５

　今 回 修 正      (B) 百万円 　　６，８００ 　　　　２４５ 　　　　１８０

　増 減 額    (B)－(A) 百万円 　 △   ２００ 　  △    ２０ 　        ６５

　増 減 率        ％ 　 △   ２．９ 　  △  ７．５ 　    ５６．５

　　(2)　通　期（平成 12年 4月 1日～平成 13年 3月 31日）
単　位 　売 上 高      　経 常 利 益      　当期純利益      

　前 回 予 想      (A) 百万円 　１４，２００ 　　　　７３０ 　　　　３８０

　今 回 修 正      (B) 百万円   １３，７００ 　　　　４７０ 　　　　３１０

　増 減 額    (B)－(A) 百万円 　 △   ５００ 　  △  ２６０ 　  △    ７０

　増 減 率        ％ 　 △   ３．５ 　  △３５．６ 　　△１８．４

　２．上記修正の理由は以下のとおりであります。
　国内の住宅着工は、首都圏の分譲住宅が比較的好調に推移したものの、戸建ての注文住宅(持ち家)
は昨年度に需要が先食いされたことや構造的な需要減が響いて減少傾向で推移いたしました。
　当社の売上高につきましては、成長著しい収納材・床材が順調な伸びを示し、全体では前年同期
比で若干の増加となりましたが、当初の計画を達成するには至りませんでした。
　このような状況のもと、当期から導入されました退職給付会計の適用により、従来の会計制度か
らの変更時差異 105百万円の引当超過分(割引率 3.0%、期待運用収益率 2.0%)を当中間期において
一括して特別利益に計上することとしましたので、上記のとおり業績予想を修正いたします。
　なお、通期の業績予想につきましては、引き続き販売面で厳しい状況が予想されるなか、前回予
想の達成は難しく、加えて上期に行った先行投資の償却負担や若干の在庫調整等を勘案し、上表の
とおり減収減益になるものと予想します。

　　

　３．参　考　　前期の実績（平成 11年 4月 1日～平成 12年 3月 31日）　  　（単位：百万円）
　売 上 高       　経 常 利 益       　当 期 純 利 益       

　中　　 間　 　期 　　　６，７２１ 　　　　　２６０ 　　　　　１４６

　通　　　　　　期 　　１３，７３２ 　　　　　５６２ 　　　　　４８１
　　



- 2 -

［Ｂ］連結業績予想の修正について

　１．平成 13年 3月期（平成 12年 4月 1日～平成 13年 3月 31日）の連結業績予想については、
　　平成 12年 5月 30日連結決算発表時の業績予想を下表のとおり修正いたします。

　　(1)　中間期（平成 12年 4月 1日～平成 12年 9月 30日）

単　位 　売 上 高      　経 常 利 益      　中間純利益      

　前 回 予 想      (A) 百万円 　　８，０４０ 　　　　２９５ 　　　　１３５

　今 回 修 正      (B) 百万円 　　７，８５４ 　　　　３０６ 　　　　２４３

　増 減 額    (B)－(A) 百万円 　 △   １８６ 　        １１ 　      １０８

　増 減 率        ％ 　 △   ２．３ 　      ３．７ 　    ８０．０

　　(2)　通　期（平成 12年 4月 1日～平成 13年 3月 31日）
単　位 　売 上 高      　経 常 利 益      　当期純利益      

　前 回 予 想      (A) 百万円 　１６，２８０ 　　　　７９０ 　　　　４３０

　今 回 修 正      (B) 百万円 　１５，８００ 　　　　５３０ 　　　　３８０

　増 減 額    (B)－(A) 百万円 　△    ４８０ 　 △   ２６０ 　 △     ５０

　増 減 率        ％ 　△    ２．９ 　 △ ３２．９ 　 △ １１．６

　２．上記修正の理由は以下のとおりであります。

  平成 13 年 3月期の連結決算財務諸表提出会社（当社）の中間期及び通期業績予想の修正にと
もない、連結業績の修正を行うものであります。

　３．参　考　　前期の実績（平成 11年 4月 1日～平成 12年 3月 31日）　  　（単位：百万円）
　売 上 高       　経 常 利 益       　当 期 純 利 益       

　中　　 間　 　期 　　　     － 　　　　　  － 　　　　　  －

　通　　　　　　期 　　１５，９５３ 　　　　　５４４ 　　　　　４５５
　　

　
以　上


